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へ、ゴーヤ、じクス.

ばし費 、のり:見 を、パ7牛 なず
来A孝 舜ヽ採象t各 嬌t蛉やすのゼ

｀
.温めダト網のものtごL績こf

幾晨卜の繰りだ
｀
(事 κくだし多わみ多すべ移メ啄ワザぞズトズトtηく孝タ

ゲウぞ
｀
す。摯″彪1.精骸蒸・マブ巧艦Liび 僣ばく彪tfり、ミ矛ηlし小taヵご千ゴ

1

盤幾毎ビレ。わ。喀嘲憾解♪成のもの、薔知爵丸大弦ヽハヽス紛、ふゼけぜ
｀

(1ら 棒ヤものtイたりさうにてろLし 七バ形ヤめし復す。

がんたん楽膳♪

ホ重がぼ狂_筑1離
“

ノ  (イ

午りやすtl  I

贔 ゅ
～
姜_4_‐ ,.年 14■ :七

=Ⅲ
■■ ■||‐●

=■
■■||■ ‐■:口・

ダ

11ホ霊ヒ氷 4カッフ
゜t錨 〔=

入れ、′1ヽ重が塚紛くなるょで
.

霧人ぞ煮る。(中であずをゴ壼》■tO)

2、 11こ :れ しがば
｀
ちやt入 いて

い(ず ちやび家ひくなリネて峰.る.

す味が静しt7おビ鬱じ′ズ
｀
レt

入みゐしぃいで
t嗜

キo υ


